	分野
	総合分野（学校設定科目等）

	教材の
タイトル
	未来のイノベーション　～現代の課題と未来のビジネスや技術～

	教材からの学び
	１　プレゼンが「課題の提示→ビジネスがどう解決させるのか→成長性、未来の姿」というように論理的に説明する力を養う。
２　会計的側面から商品やサービスがどれくらいの経済効果を及ぼすかを理解する。
３　現代の課題を解決させるために、数多くのビジネスが誕生していることを理解する。
４　聴衆に理解しやすいプレゼンの作成方法を習得する。

	時間数
	２時間（講義とグループ学習１時間、研究発表１時間）

	授業の
進め方
	１時間目（ワークシートを用いた講義、グループ学習）
＜ワークシートを用いた講義＞
・ワークシートを利用して、研究発表の目的と評価項目を明確に指示する。
＜グループ学習＞
・ワークシートの手順に従って、テーマを決定する。
・グループで協働して、プレゼン資料と発表の準備を行う（発表の準備のために１～２時間程度、増やしてもよい）。

２時間目（研究発表）
＜研究発表＞
・評価項目である以下の①～④に着目しながら発表を行う。
①プレゼンは「課題の提示→ビジネスがどう解決させるのか→成長性、未来の姿」
を論理的に述べているか。
②あなたはこの未来の技術やビジネスを採用したいか。
③プレゼンには将来の需要の伸びや経済効果（何億円や何兆円）などが述べてあるか。
④プレゼンは工夫されているか。（プレゼン資料、発表方法など）
＜振り返り・気付きの共有＞
・最後に生徒に今回の気付きについて書かせる。そして、その気付きをグループで共有したり、Teamsのチャット機能などを用いて共有したりする。



ティーチングノート



[bookmark: _Hlk177476722]研究発表　「未来のイノベーション」　～現代の課題と未来のビジネスや技術～

授業計画
■本単元の位置付け
ビジネス探究プログラム　基礎学習

■本単元の目標
１時間目（ワークシートを用いた講義、グループ学習）
　・未来のビジネスに興味・関心をもつ。
　・あらゆる諸課題を解決させるために技術革新を知るとともに、企業の未来へ向けた活動を知る。
　・プレゼンの評価の観点を知ることで、論理的に説明する方法とその必要性を知る。
　・経済効果などの会計的側面から未来のビジネスを見る視点を養う。

　２時間目（研究発表）
　・科学的な根拠を踏まえ論理的に研究発表を行う。
　・他のグループの発表から、あらゆる諸課題を解決させるための技術革新を知り、企業の未来へ向けた活動を知る。
　・発表に至るまでの過程において、協働的に準備を進めようとする態度を身に付ける。

■評価の規準
【Ａ】知識・技術
  ・プレゼンが「課題の提示→ビジネスがどう解決させるのか→成長性、未来の姿」というように論理的に説明している。
 ・現代の課題を解決させるために、数多くのビジネスが誕生していることを理解している。
 ・会計的側面から商品やサービスがどれくらいの経済効果を及ぼすかを理解している。
【Ｂ】思考・判断・表現
・現代の課題を発見し、それを踏まえ、科学的な根拠に基づいてプレゼンを構成している。
・プレゼンテーションが明確で説得力があり、聴衆に理解しやすい発表をしている。
【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度
・協働的にプレゼン資料を作成しようとしている。
  ・振り返りにより、今回の学習を今後に生かそうとしている。

■留意事項
 ・評価はプレゼンテーション評価シートを用いて行う。
・２時間で完結させる場合は、プレゼン作成のための準備期間を２週間ほど設ける。




■授業運営の詳細
＜１時間目＞
	【授業の大枠】
＜ワークシートを用いた講義＞
・ワークシートを利用して、研究発表の目的と評価項目を明確に指示する。
＜グループ学習＞
・ワークシートの手順に従って、テーマを決定する。
・グループで協働して、プレゼン資料と発表の準備を行う（発表の準備のために１～２時間程度、増やしてもよい）。


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（５分）
　・教材を配付した後、教材に書かれている文章を読む。
　・皆さんは、以前ＳＤＧｓやSociety5.0について学びました。どちらも「現代の課題を解決させる」ことが目的です。現代やこれからの世の中は、数多くの問題があります。その問題を解決させる必要があります。しかし、全世界の人々がその解決に向けて心を一つにし、解決に向けて歩んでいけば必ず明るい未来が待っています。企業は未来を明るいものにするためにさまざまなビジネスや技術を開発しています。今回は下記のテーマからグループで選択し、未来へ向けてのビジネスや技術について調べ、プレゼン資料を作成し発表しましょう。発表は（　　　）月（　　　）日を予定しています。グループで協力をして発表の準備を進めてください。皆さんはその技術やビジネスを扱っている社員のつもりで売り込みのプレゼンを行ってください。
　・また、評価についてですが、①プレゼンは「課題の提示→ビジネスがどう解決させるのか→成長性、未来の姿」が論理的に述べているか（将来の需要の伸びや市場規模の予測（何億円や何兆円）などが述べてあるかについても評価する）。②あなたはこの未来の技術やビジネスを採用したいか。③プレゼンは工夫されているか（プレゼン資料、発表方法など）。この３点で皆さんに評価してもらいます。
　・発表時間ですが１班３分とします。３分で説明できるように考え、プレゼンテーション資料を作成してください。
　・発表時間はクラスの人数によって変更してもよい。１時間の授業で発表を終わらせるためには４人グループで10班であれば３分程度、４人グループで５班であれば６～７分程度が妥当である。
　・それではグループになって、ワークシートを活用しながら発表の準備をしてください。

２　グループ活動（43分）
　・準備の間、机間支援を行い、作業が進んでいないグループには助言を行う。

３　次回の予告（２分）
　・それでは〇月〇日に発表を行います。各グループで発表できるように準備してください。
　・時間に余裕があれば１、２時間準備の時間を与えてもよい。２時間で完了させる場合は、準備時間として発表までの期間を１～２週間程度空けるとよい。



＜２時間目＞
	【授業の大枠】
＜研究発表＞
・評価項目である以下の①～③に着目しながら発表を行う。
　①プレゼンが「課題の提示→ビジネスがどう解決させるのか→成長性、未来の姿」というように論理的に説明されている（プレゼンには将来の需要の伸びや市場規模の予測（何億円や何兆円）などが述べてあるかについても評価する）。
②あなたはこの未来の技術やビジネスを採用したいか。
③プレゼンは工夫されているか（プレゼン資料、発表方法など）。
＜振り返り・気付きの共有＞
・最後に生徒に今回の気付きについて書かせる。そして、その気付きをグループで共有したり、Teamsのチャット機能などを用いて共有したりする。


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（３分）
　・評価シートを配付する。
　・それでは、ただいまより発表を行います。配付した評価シートを見てください。今回の発表は皆さんにも評価してもらいます。評価項目は以下の３点です。
（１）プレゼンが「課題の提示→ビジネスがどう解決させるのか→成長性、未来の姿」というように論理的に説明されている（プレゼンには将来の需要の伸びや市場規模の予測（何億円や何兆円）などが述べてあるかについても評価する）。
（２）あなたはこの未来の技術やビジネスを採用したいか。
（３）プレゼンは工夫されているか（プレゼン資料、発表方法など）。
　　この３つについて評価シートに評価をしてください。１点が一番低い点数、３点が最も高い点数です。基本は２点です。３点は皆さんにとって大きな学びや発見があったときに付けてください。それでは発表を始めます。

２　発表（40分）
　・発表をさせる。発表時間を超過した場合の取り決めをあらかじめつくっておく。教育的な観点から、最後まで発表はさせたい。減点等の扱いについては教員で決める。

３　振り返りの記入の指示（２分）
　・皆さん発表お疲れ様でした。ありがとうございました。評価シートの「プレゼン発表会後」と書いてあるところを見てください。今回の発表を通じてさまざまな気付きがあったと思います。今回のプレゼン発表についてあなた自身が学んだこと、新たな発見について、他の班の発表で気付いたこと、印象に残ったこと、今回の学習をどのように生かしていきたいかを記入し、〇月〇日に提出してください。



４　クロージング（本時の学習の結晶化）（５分）
　本教材の作者は以下のようなクロージングを想定しています（クロージングの方法はこの限りではありません）。よろしければ参考にしてください。
・今回の発表を通じて皆さんにはどのような気付きがありましたか。今回はそれぞれのグループが選択した技術や製品を売り込むという視点で発表をしてもらいました。うまく売り込みはできたでしょうか。売り込むために聴衆を説得できたでしょうか。今回皆さんに「課題の提示→ビジネスがどう解決させるのか→成長性、未来の姿」という手順でプレゼンを作成してもらいました。世の中には多くの課題があります。その課題が解決されず悩んでいる人や企業があります。その課題を皆さんが発表したビジネスが解決させてくれるのであれば、課題は解決され、多くの人の笑顔につながります。人に喜んでもらうことはもちろん大切ですが、ビジネスとしての成長性も重要です。このようなことを順序立てて、論理的に話すことがまず大切です。あとは熱意です。熱意をもって伝えることで聴衆に伝わります。そのようなことについて発表を通じて気付いてほしかったです。また、テーマについては未来で重要となる技術や製品について調べてもらいました。未来ってすごくないですか。未来ってワクワクしませんか。今現在、世の中にはさまざまな課題や問題があり、未来は暗いように感じます。しかし、企業はその課題や問題を解決させようと企業活動をしています。未来を明るくするために企業活動をしています。そのようなことを感じ取ってほしいです。皆さんも10年後にはビジネスパーソンとなり社会を明るくするための活動をしています。皆さん自身の未来を考えるためにも今からさまざまなビジネスについて興味・関心をもち、それを進路に生かしてほしいです。今回の発表をきっかけに視点・視野を広げてくださいね。
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